
授業計画

第１回：授業ガイダンス・植物病理学の発達史
第２回：病気の定義，病原の種類
第３回：病気の発生のしくみ，感染と発病
第４回：病原体：糸状菌（形態，分類，変異など）について
第５回：病原体：細菌（形態，分類，増殖など）について
第６回：病原体：ウイルス（形態，分類，診断などについて）
第７回：病原体：ウイロイド・ファイトプラズマ
第８回：中間試験
第９回：病気の発生生態：糸状菌病
第１０回：病気の発生生態：細菌病
第１１回：病気の発生生態：ウイルス病
第１２回：病気の発生生態：ウイロイド病、ファイトプラズマ病
第１３回：病原体と宿主の相互作用：植物の抵抗性と病原体の病原性
第１４回：バイオテクノロジーと植物病理
第１５回：まとめ

講義内容の理解度を中間試験（50％）および期末試験（50％）の合計で評価する。評価方法

必要に応じて作製した資料を配布する。テキスト

授業の到達目標

・植物に病気を引き起こす原因（病因）の種類を理解する。
・植物に病気を引き起こす生物的病因の種類と特徴をを理解する。
・病原体（糸状菌・細菌・ウイルス）の分類と生活環を理解する。
・病原体の伝染方法および防除方法を理解する。

授業概要

　農業・園芸生産における植物病理学の役割、病気の原因と発生の仕組み、病原体の分類、形態および生活
環について講述するとともに病気の診断法、発生生態、植物と病原体の接触から感染、発病に至るまでの相互
作用および抵抗性の発現機構や、バイオテクノロジーにより開発された病害抵抗性植物における抵抗性機構に
ついて解説する。また、近年園芸作物で問題となっている重要病害を取り上げ、その発生要因および防除対策
について論議する。
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